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●企画から一括手配まで代行。


　　　大阪案内所センター


   　　　06-6376-4020

















          竜宮の館 万助楼


      そこはまるで、現代の竜宮城


丹後・網野に伝わる、浦島太郎の伝説。海の底を訪れた太郎は、乙姫とともに夢のような時間を過ごしたといいます。竜宮城には幸せがありました。そして、まるで同じ空気が万助楼にも流れています。


それは、旅人に幸せを届ける現代の竜宮城なのかも知れません。ただ違うのは、現実の世界へ戻っても年はとらず、温泉と美味しい料理で、さらに若返ったような気にさせてくれることでしょうか。





１�
                                              


各地＝福知山I.C＝出石(昼食､城下町散策)＝播磨屋豊の岡工園(おかきの製造工程見学･試食)＝


                  12:15              13:40  13:55                                  14:30     


＝久美浜･如意寺(関西花の寺25ヶ所7番札所､住職の花説法)＝浅茂川浦島温泉(泊)


   15:15                                                   16:00  16:40�
�
２�
                                                                     


お宿＝経ヶ岬(半島最北端の絶景)＝浦嶋公園･浦島太郎発見館･浦嶋神社(いま蘇る、浦嶋伝説)＝


  9:00  9:45                　 10:10  10:30                                                11:10 


＝橋立やまいち(海産物のお買物)＝天橋立(松吟にて昼食･橋立の松林散策)＝宮津天橋立I.C＝各地                                                                                


   12:00                　  12:20 12:30                           　 14:00 　　　　　　　17:30～�
�






  玄関を入るとそこはもう別世界、竜宮城をイメージしたお宿です。














■行程(モデルコース)

















●浦島太郎伝説…


日本各地に伝わる浦島太郎の伝説。しかしこの地方に伝わるのは「丹後風土記」や「日本書記」にも登場するものとして文献に登場する最古のものであると言われています。


丹後の浦島伝説は、網野の「島児神社」と伊根の「宇良


（浦嶋）神社」にあり共に浦島太郎（本名:浦嶋子）を祭ってあります。


万助楼のそばには､浦島太郎を祭った｢島児神社｣と｢亀塚｣があります。玉手箱を開けてしまった浦島太郎のその後は…伝説の地に訪れて、この亀に尋ねてみてはいかが？














